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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトは、帝国日本における植民地大学に関する学際的研究

を、目的としている。各メンバーは、研究計画に従って、植民地大学の制度と理念、植民地大

学における学問とそれらが持つ政治的機能、そして、第二次大戦後の植民地大学の遺産につい

て、研究を進めた。また、本プロジェクトを通して、歴史学、教育学、政治学、法学、国際関

係論など、さまざまな専門分野の研究者間の学術交流が実現した。われわれは、その研究成果

を書籍として 2013年秋に刊行する予定である。 

 
 

研究成果の概要（英文）：This project aims at the interdisciplinary study of the colonial 

universities in Imperial Japan.  According to the research plan, each member has studied 

ideas and institutions of the colonial universities, academic studies in the colonial 

universities and their political functions, and the legacies of the colonial universities 

after the Second World War Through this project, academic communications among 

researchers of various disciplines including history, pedagogy, political sciences, 

legal studies and international relations have been materialized. We are going to publish 

the research product as a book in autumn 2013.  
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１．研究開始当初の背景 

  

本研究計画は、京城帝大・台北帝大を中心

とする日本の植民地大学の制度・機能・遺産

を、学際的視点から解明するものである。植

民地高等教育機関については、これまで散発

的な言及はなされてきたものの、纏まった本

格的研究はほとんどなかった。しかしながら、

近年ようやく、日本・韓国・台湾において、

それぞれの視点から植民地期の知的制度を

実証的に解明しつつ、戦後への継承関係を内

在的に捉える研究動向が生まれてきた。 

京城帝大・台北帝大を中心とする日本の植

民地高等教育機関の制度・機能・遺産につい

ては、先行研究としては、教育史からの研究

として馬越徹の『韓国近代大学の成立と展

開』（名古屋大学出版会、1995）があり、「日

本型植民地大学」の典型例として、京城帝大

を、日本統治下における「朝鮮民立大学」設

置運動などと比較しながら検討しているが、

朝鮮・韓国の事例に限定されており、台北帝

大の事例や、より広い帝国研究の文脈での位

置づけは未解決のままになっている。また、

戦前期日本の諸学問における帝国的認識空

間の位相を広く扱ったものとして『岩波講

座・「帝国」日本の学知』全 8巻（岩波書店、

2006）があるが、同講座は「学知」の文脈的

理解に焦点が置かれているため、植民地大学

についてはいくつかの論文が言及している

にとどまり、植民地高等教育機関に関する体

系的な考察とはいえない。従って、植民地大

学の総合的研究はいまだ着手されておらず、

今後解決されるべき課題となっていた。 

以上のような背景から、帝国日本の植民地

大学に関する学際的研究の必要性を感じた

研究者が集まり、研究会を立ち上げ、本研究

計画を開始した。 

２．研究の目的 

  

こうした背景を踏まえたうえで、本研究計

画では、実証的な大学史研究としての水準を

満たす研究を遂行すると同時に、統治構造や

帝国的認識空間の位相を視野に入れた政治

的・社会的文脈のなかに植民地大学の機能を

位置づけ、問題の広がりの多様性を浮き彫り

にするように努めた。また、第二次大戦終結

後の韓国・台湾における高等教育機関への影

響や、技術移転・文化蝕変など地域形成に関

わる知的インフラの形成に与えた影響につ

いても考察する。西欧植民地大学との比較や、

日本の公式帝国の外部にあった満州国の建

国大学のような事例や、米国州立大学をモデ

ルにして設立されながら復帰後日本の国立

大学として編入された琉球大学の事例など、

関連する事例との比較史的視点も重視した。 

 

３．研究の方法 

 

主題の多面的な性格に伴い、さまざまな分
野の研究者から協力が必要と判断し、教育
史・政治史・思想史など学際的手法による解
明を試みた。また、海外の研究者との交流も
極力推進するようにした。研究期間中は、隔
月で研究会を開催し、相互の研究交流に努め
るようにした。 

1990年代以降、日本の学界では、帝国史・
植民地史の研究が盛んになり、政治史・経済
史・社会運動史というような従来の個別研究
を横断するような研究動向が生じている。ま
た韓国・台湾においても、植民地期の知的制
度を実証的に解明しつつ、戦後への継承関係
を内在的に捉える研究動向が生まれている。
このため、これまでは評価の対立する主題で
あるため、重要性は意識されながらも十分に
研究がなされてこなかった本研究計画のよ
うな分野においても、国際的共同研究の気運
が熟している。こうした実績を生かして、本
研究計画は、東アジア地域間の文化交流の歴
史的背景を考えるため不可欠な植民地高等
教育機関の制度・機能・遺産を、日本・韓国・
台湾の国際的共同研究により再検討するこ
とで、東アジア諸国における相互の歴史的理
解をすすめることを重視した。 

４．研究成果 
各自がそれぞれの分野で研究論文を執筆



し、これを一冊の研究書に纏めた。2013年秋
に公刊される予定である。 
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